
Ⅳ　みんなが元気で安心して暮らせるまちづくり
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【各年度】上段：目標値、下段：実績値

総務

総務

健長

健長

住生

【基本目標】

住み続けたいと思う住民の割合
＊アンケート結果

75.1% 80.0%

累計277人
＊各年5人増

－企画

企画

環水

5件
＊各年3～5件

未達成 未達成

【重要業績評価指標(KPI)】

－ ―

家庭ごみの可燃ごみ処理量 年1,732ｔ 年1,628ｔ
＊各年Ｒ元比1%減上乗せ

未達成 未達成

　町全体の可燃ごみ量では前年と比較して減少したが
（R2：2,106ｔ→R3：2,092ｔ）、家庭ごみは増加となった。
これは、家庭ごみ量は推計値であるため、算出するに
あたり、町全体の可燃ごみ量を町指定ごみ袋の家庭
用と事業所用の販売実績により按分していることか
ら、事業所用袋がR3年度末で廃止となることにより事
業所用袋の買い控えが起こったためであると考える。
　R4年度以降は家庭ごみと事業所ごみの実数値が実
績として出てくるため、実態に合った目標値への変更
も検討する。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、各種
の地域活動が中止や制限付実施を余儀なくされたこと
にともない、新規の取組に繋がらなかったものと推測
する。感染症終息後の活動が活発に行われるようサ
ポートを行う。

地域創生チャレンジサポート
推進補助金の取り組み件数

3件

認知症サポーター養成講座受
講者

累計1,620人
（H27～R元）

累計2,100人
＊各年約100人増

未達成 達成
　岩美中、岩美高、民生児童委員、小売店の従業員な
ど、幅広く養成講座を開催することができた。引き続
き、取り組みを続けていきたい。

　新規建築が60件あったことから、耐震化率は昨年よ
り上昇したものの、補助制度を活用しての耐震改修の
実施は無く目標に達していない。

住宅の耐震化率（一般住宅） 40.3% 47.0%
＊各年約1.3%増

達成 未達成

特定健診受診率
43.7%

(R元速報値)
60.0%

＊R4：60.0%
未達成 未達成

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、集団健
診に定員を設けていることや感染リスクの低い医療機
関での受診を勧奨したことで受診控えが生じたと考え
られ、目標受診率を達成することができなかった。

新たなサークルの登録があった。引き続き、町内サー
クルに声掛けを行う。

高齢者サークル登録者数
累計252人
（H27～R元)

達成 達成

　1地域で新たに組織が設立されたことにより、組織率
は上昇したが９地域で未組織であるため未達成となっ
ている。引き続き組織化に向けて説明を行っていく。

自主防災組織率 73.8% 100.0%
＊R3：100.0%

未達成 未達成


